
 

（様式１） 

平成２９年度「長崎県教育委員会服務規律強化月間」実施結果報告書 
 

所 属 名 佐世保市立大野中学校 
作成者 

職名 副校長 

電話番号 （０９５６）４９―５１５８      氏名 梛尾 吉嗣 

１ 年間の実施内容（取組状況・実績等） 

４月 実施テーマ ○飲酒運転の根絶 ○体罰の禁止 ○情報セキュリティ対策の徹底 

○管理職による服務指導の徹底。 

○宣誓書を作成し、年間を通して職員の目につく場所に掲示。 

○懇親会等の平日開催自粛。余裕ある時間設定・自家用車を使用しないことの徹底。 

○各種データの保存状況等を把握し、情報管理体制の再確認。 

取組状況チェックリスト 

□ 不祥事根絶に向けて職員の意識が維持・継続される心に届くような取組だったか。 

□ 職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組だったか。 
 
取組の評価・改善点 

・年度当初の職員会議における学校長講話で、公教育に携わる者としての心構え、責任

感、使命について再認識し、思いを強くすることができた。  

・宣誓書を拡大掲示し、常に目にすることで、不祥事に対する意識の継続が行えた。 

・職員間で何でも話し、相談できる明るく働きやすい職場作りに努める。 

７月 実施テーマ ○飲酒運転の根絶 ○体罰の禁止 ○セクハラ・わいせつ行為の禁止 

○懇親会等の平日開催自粛。余裕ある時間設定・自家用車を使用しないことの徹底。 

○生徒指導の在り方について共通理解（夏季休業前）。 

○体罰による処分等の記事を回覧し、職員への周知。 

○セクハラ・わいせつ行為の例を紹介し、絶対に禁止であることを繰り返し指導。 

取組状況チェックリスト 

□ 不祥事根絶に向けて職員の意識が維持・継続される心に届くような取組だったか。 

□ 職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組だったか。 
 
取組の評価・改善点 

・記事等で、実際に起こっている事案を知り、あらためて日常の自分自身を振り返るきっ

かけとなった。 

・職場内で常に話題にすることで、良好な関係を構築するための言葉遣いや立ち振る舞い

を意識することができた。  

１２月 実施テーマ ○飲酒運転の根絶 ○体罰の禁止 ○公金等の不正処理防止 

○交通安全県民運動の周知、徹底。 

○懇親会等の平日開催自粛。余裕ある時間設定・自家用車を使用しないことの徹底。 

○生徒指導の在り方について共通理解（冬季休業前）。 

○各種会計の処理体制を再確認。冬季休業前の監査の徹底。 

取組状況チェックリスト 

□ 不祥事根絶に向けて職員の意識が維持・継続される心に届くような取組だったか。 

□ 職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組だったか。 
 
取組の評価・改善点 

・年間通して、職場における懇親会等は必ず休日前日に実施することが徹底できた。  

・年末の交通安全県民運動と併せて、朝会、職員会議においても呼びかけを行い、飲酒運

転の予防に努めた。（飲酒の帰りも複数で、それぞれが確認しあって など） 

・生活アンケートなどからも、日常の指導において、暴力だけでなく、強い言葉における

指導にも注意を払う必要があることを再確認した。 

・諸表簿の点検に併せて、通帳等との照合も行った。 



２ 服務規律委員会 

委員会名 校内服務規律委員会 

構 成 員 所属内委員（８名 構成員：校長、副校長、教頭、主幹教諭、教諭） 

外部委員  （２名 役職等：ＰＴＡ役員、おやじの会役員 ） 

活動内容 

(主なもの) 
・服務規律遵守に関する年間活動の計画立案、協議 

・服務に関する意見交換、相談窓口 

・目標達成状況の評価 
 
活動内容の評価・改善点 
 
・今後も活発な意見交換を行うとともに、外部委員の方からもご意見、助言を

伺ったり、ご指摘を受けながら、さらに規律厳守、不祥事防止についての意

識を高揚させ、取組を充実させたい。  

３ 年間を通しての計画の達成状況 

年間を通しての取組状況チェックリスト 

□ 不祥事根絶に向けた職員の意識が維持・継続されるような心に届く取組ができたか。 

□ 職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組ができたか。 
 
年間を通しての取組の評価・改善点 
 
【評 価】 

 日々の職員朝会、職員会議、校内研修において機会を捉え、服務規律の遵守において指

導、通知の周知を行うことで、「不祥事を本校から絶対に出さない」という職員の意識は確

実に高まっている。 

【改善点】  

 管理職側からの指導、通知の周知、事案の紹介等が多かったので、職員にとっては受動

的な取組になったきらいは否めない。ロールプレイなど職員自らの能動的な取組も増やし

ていきたい。また、不祥事の要因となり得るストレスを軽減するためにも、職員一人一人

がゆとりを持ち、メリハリの効いた生活を送れるよう、働き方及び業務の見直し等につい

ても進めていきたい。 

■ 管理職員による職員に対する指導状況 

   （不祥事発生に伴う「綱紀の保持」の通知があった場合に全所属が記入します。） 

①指導年月日：平成２９年 ５月 １日（通知日：平成２９年 ４月２５日） 

 ・服務規律について校長指導及び不祥事防止について校長講話 

 ・飲酒運転防止について校長指導 

 ・通知文書を職員に回覧 

②指導年月日：平成２９年 ８月 ９日（通知日：平成２９年 ７月３１日） 

 ・通知文書に対する校長指導及び周知徹底 

③指導年月日：平成２９年 ８月 ９日（通知日：平成２９年 ８月 ４日） 

 ・通知文書に対する校長指導及び周知徹底 

④指導年月日：平成２９年１０月１２日（通知日：平成２９年１０月１０日） 

 ・服務規律及び不祥事防止について校長指導 

 ・通知文書を職員に回覧 

 ・関係事案新聞記事の回覧 

⑤指導年月日：平成２９年１２月２５日（通知日：平成２９年１２月２２日） 

 ・職員会議において不祥事防止についての校長講話及び通知文書に対する校長指導 

 ・飲酒運転防止（年末年始に向けて）について校長指導 

 ・諸表簿点検時における公金等の処理確認 

 資料添付 有   ・   ○無  

 


